
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 ２０１３年３月１０日              NO,３４４ 

 

 日蓮聖人が佐渡へ流される 

時に、この地で一夜を過ごし 

たことから、一人の僧が弘安 

年間（１２７８～１２８７） 

に一宇を創建し本隆寺と称し 

たのが妙光寺のはじまりと伝 

えられています。 

その後沼田５代城主の真田 

伊賀守信直の母、慶寿院殿が伽藍を改築し、自らの法号をとっ

て慶寿山と改め、寛文１０年（１６７０）下総古河の僧がきて、

お寺を再興し妙光寺と称するようになったといわれています。 

 明治６年（１８７３）の学区制発布にともない、町人の子ど

ものために「坊新田小学校」として、

お寺が使われました。 

            大正１４年（１９２５）には、住職

などの努力により、境内の一角に沼田

市で初めての幼稚園となる、沼田幼稚

園が開設されました。 

            本堂前の駐車場そばの赤い鳥居は

稲荷様で、その隣にある社殿は愛宕神

社が栄町の近くにあった時の社殿で、

加藤清正公が祀られています。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
安
倍
首
相
は
、
コ
メ
な
ど
の
農
産
物
に
関
税
撤
廃
を
押
し
つ
け
ら
れ
な
い
「
聖
域
」
が

あ
る
か
の
よ
う
に
い
い
、
共
同
声
明
を
そ
の
“
証
明
書
”
と
し
て
使
い
ま
し
た
が
、
首
相
の
主
張
は
日
に

日
に
ぼ
ろ
を
出
し
、
共
同
声
明
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
野
蛮
さ
を
示
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

塩
川
鉄
也
議
員
の
衆
院
予
算
委
員
会
で
の
質
問
に
安
倍
首
相
は
、「（
交
渉
は
）
す
べ
て
の
品
目
を
テ
ー

ブ
ル
に
の
せ
る
」
も
の
で
、「（
交
渉
の
）
入
り
口
で
（
関
税
撤
廃
か
ら
）
除
外
す
る
と
い
う
担
保
は
、
共

同
声
明
に
は
な
い
」
と
答
え
ざ
る
得
な
く
な
り
、
例
外
扱
い
を
求
め
て
も
交
渉
次
第
で
、
関
税
が
維
持
で

き
る
保
証
な
ど
な
い
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。 

 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
関
税
と
そ
の
他
の
「
障
害
」
を
例
外
な
く
撤
廃
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
こ
の
大
原
則
を
、

日
本
も
交
渉
に
参
加
す
れ
ば
「
達
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
」
と
、
安
倍
首
相
自
身
が

共
同
声
明
で
表
明
し
、
交
渉
で
関
税
撤
廃
に
努
力
す
る
と
誓
約
し
て
お
き
な
が
ら
、
関

税
を
守
れ
る
か
の
よ
う
に
い
う
、
こ
れ
ほ
ど
国
民
を
バ
カ
に
し
た
話
も
あ
り
ま
せ
ん
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 灯油の値段が値上がりしていることから、日本共産党

利南支部と大東議員は２月２８日、市に「灯油助成に関

する要望書」を提出しました。 

          一人暮らし高齢者や障がい者、母

子・父子家庭、低所得者などに灯油代

の助成をおこなうよう要望しました。 

         対応した健康福祉部長は、「要望に

ついては理解できる。市長に伝え検討

したい」と答えました。 

 利根沼田の小中学校から寄せられた作文と詩（２２２

作品）を表彰する、「第９回おのちゅうこう ふるさと

文学賞」の表彰式が２日おこなわれました。 

 表彰式後には、平出子ども 

歌舞伎による「弁天娘女男白 

浪～稲瀬川勢揃いの場～」が 

上演されました。 

 決め台詞には、大きな拍手 

とおひねりがおくられました。 

 

 １日、３月定例市議会が開会し、新年度予算や予算関連条例、補正予算

など４３件の議案が提案され、「年金２．５％削減の中止を求める意見書の

請願」など２件の請願が民生福祉常任委員会に付託されました。 

 市長は、第５次総合計画を基本とし、「安心・安全」 

「教育・文化」「健康・福祉」「産業・交流」「エネルギ 

ー・環境」の５つの柱を掲げ、市政運営をすすめること 

など、新年度市政運営の施政方針をのべました。 

 所得の減少や社会保障の削減と負担の増大のなかで、 

市民の願いが切実化し、深刻化しているなかで、市民 

のくらしを支える市政が求められています。 

 利根沼田年金者組合は２月２５日、「年金２．５％削減の中止を求める意

見書の請願」を議長に提出し、１日の本会議で民生福祉常任委員会に付託      

されました。 

  請願では、不況と生活苦のなかで年金の削減がおこな 

われば、孤独死などが危惧されることから、年金削減の中

止を求める意見書を総理大臣などに提出してほしいという

内容で、２１日の委員会（１０時から）で審議されます。 

 

 


